
　滋賀県が公表している「毎月勤労統計調査」によると、2014年の県
内における「常用労働者数（注）」（事業所規模５名以上、月平均）は、
468,425名だった。これは、全国（46,808千人）の１％に相当する。
　産業別の内訳をみると、製造業が138,126人で最多。次いで「医
療、福祉」（71,297人）、「卸売業、小売業」（70,665人）などが続く。滋
賀県は製造業の比率が約３割（29.5％）を占め、全国平均（17.1％）を
12.4ポイント上回っており、大きな特徴といえるだろう。
　前年比でみると、消費増税前に住宅着工の駆け込み需要が発生し
た影響などで、建設業が10.1％増加した。このほか一部の産業では
増加したが、県全体では1.4％減とやや減少した。人手不足の影響も
あるとみられる。当社が今年２月に実施した「滋賀県内企業動向調
査」では、４分の１以上の企業が人手不足と回答し、特に小売業や
サービス業では４割を超えた（詳細は当社ホームページに掲載）。
　労働力の確保は企業にとって重要な課題の一つだが、今後は雇用
条件や就労環境の改善など、従来以上の対策が必要になりそうだ。

（株）しがぎん経済文化センター 中村 雅臣

　日本の総人口は2045年に１億人を割り込むとされています

が、先日、もう一つの「2045年問題」があることを知りました。

　「技術的特異点」。聞きなれない言葉ですが、コンピューター

（人工知能）が人間の知能を超えて急激に進化し始める時点のこ

とで、それが2045年頃になると予想されています（諸説あり）。こ

れ以降、技術開発や進化の主役が人間からコンピューターに移

るとされており、“トンデモ科学”の領域かと思いきや、最近では

総務省の研究会でも真面目に議論され、世界中で研究している

学者や企業も多いそうです。

　例えば、最近のスマートフォンは話しかけると簡単な質問な

ら“応えて”くれます。将来どう進化していくのか楽しみな反

面、スマートフォンばかりを頼りにしていると、知らない間にど

こか意図せぬところへ誘導されてしまいそうで、一抹の不安も

覚えます。

　経済成長には技術革新（イノベーション）が欠かせません。一

方で、科学技術は「もろ刃の剣」とも言われます。科学技術は、イ

ンターネットのように歴史的にも軍事目的から生まれたものも

多くあります。科学技術を利用するには倫理が必要であり、「人工

知能」に対しても倫理的な議論が始まりつつあります。

　我々も、科学技術を単に受け入れるだけではなく、そこに含ま

れる“光と影”をしっかり理解し、利用する側の立場で牽制・監視

していくことが大切です。

　映画「ターミネーター」や「マトリックス」のように、人類がコン

ピューターに支配される世界は遠慮したいものです。
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常用労働者数
̶毎月勤労統計調査（2014年平均）結果より

滋賀県の常用労働者のうち、３割が製造業に従事

　当行は３月20日、「『誠実な企業』賞2015-Integrity Award-」

（主催：「誠実な企業」賞-Integrity Award-審議会）で「優秀賞」

を受賞。3,500社以上の企業から、３社（最優秀賞：伊藤忠商事

株式会社、優秀賞：当行、東レ株式会社）が選ばれました。

　「『誠実な企業』賞」は、企業経営の誠実さの重要性を示すと

ともに、企業の社会的責任を重視した誠実な経営が中長期的

に見て市場で高い競争力を持つことを評価しつつ、こうした意

識の高い企業を社会的に応援する観点から、企業の社会的責

任、企業倫理、コンプライアンス、内部統制等に優れた取り組み

を行っている企業を選出し、表彰するものです。

　今回の受賞は、①「三方よし（売り手よし 買い手よし 世間よ

し）」に「地球環境よし」を加えた「四方よし」を目指し、環境を主軸

に“日本の金融機関初”といった先進的な取り組みを展開してい

ること②「地域振興室」を設置し、地域密着で産業の振興や地域

の活性化に取り組む地場産業育成銀行のモデルといえること

③行是「自分にきびしく  人には親切  社会につくす」の精神を原点

に、すべての活動に取り組んでいることが高く評価されたものです。

　当行は、今後も行是の精神を原点とし、持続可能な社会の実

現に向け取り組んでまいります。

着 眼大局
イチ押し！イチ押し！

滋賀銀行 常務取締役  林 一義

もう一つの「2045年問題」

会社DATA 齋木産業株式会社

長友英資審議会委員長（右）より、当行 高橋専務に表彰盾と記念品が授与されました

■本社／近江八幡市古川町513
■創業／1973（昭和48）年
■代表／齋木 勲
■従業員数／２名
■事業内容／水産業
■問い合わせ先／TEL：0748-34-8221

絶滅の危機から復活
新たな輝きを放つ「琵琶パール」

　淡水真珠の養殖は、琵琶湖が国内発祥の地。通常より長い３年以
上の時間をかけて作られる厚い真珠層が特徴だ。そこから生まれる
バラエティに富んだ色彩と光沢の美しさが「琵琶パール」として世
界的に評価されてきた。
　しかし、琵琶湖の水質悪化の影響で、1980年代半ばから母貝の
イケチョウ貝が激減。さらに海外から安価な真珠が流入し、業界は
壊滅的状況に陥った。そんな時でも、琵琶パールを決して絶やさな
いという強い意志で真珠養殖を続けてきたのが齋木産業だ。

　「ようやく復活の光が見えた」と語る齋木社長。90年代以降の水質
改善や県の協力による母貝の養殖などの取り組みで、順調に母貝が
育っている。近年では、ファンドを活用して広く一般から支援を募る
など、ファンの拡大とブランド力向上にも力を注ぐ。
　一粒一粒の色や形がユニークで個性豊かな表情が最大の魅力の
琵琶パール。ネックレス以外に、オリジナルデザインのリングやペン
ダント、ブローチも人気だ。希少価値の高い地場産業の復活に期待
が膨らむ。

「『誠実な企業』賞2015‒Integrity Award‒」で優秀賞
～金融機関では唯一、２度目の受賞～

滋賀県の常用労働者数（産業別）

（注）「常用雇用者」…次の①②のいずれかに該当するもの。条件に該当すればパートタイム労働者も含まれる。
①期間を定めず、または１カ月を超える期間を定めて雇われている者。
②日々、または１カ月以内の期間を限って雇われている者のうち、前２カ月にそれぞれ18日以上雇われた者。
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